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不
都
合
な
こ
と
や
困
っ
て
い
る 

こ
と
は
人
権
侵
害
の
恐
れ
あ
り 

 

今
年
二
月
中
旬
の
「
保
育
園
落
ち

た
日
本
死
ね
」
の
待
機
児
童
問
題
を

取
り
上
げ
た
ブ
ロ
グ
は
、
ま
た
た
く

間
に
大
反
響
と
な
り
、
政
府
・
国
を

動
か
し
、
緊
急
対
応
策
の
発
表
ま
で

に
至
ら
せ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

よ
く
よ
く
考
え
て
み
れ
ば
、
子
ど

も
が
保
育
を
受
け
る
権
利
（
憲
法
、

児
童
福
祉
法
、
児
童
憲
章
、
子
ど
も

の
権
利
条
約
等
）
と
親
の
働
く
権
利

（
憲
法
二
十
七
条
の
勤
労
の
権
利
・

義
務
）
を
奪
っ
て
い
る
人
権
侵
害
と

い
え
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
し
て
も

私
た
ち
が
生
活
し
て
い
く
上
で
、
不

都
合
な
こ
と
や
困
っ
て
い
る
こ
と
は

人
権
が
保
障
さ
れ
て
い
な
い
可
能
性

が
あ
り
、
表
に
現
す
こ
と
が
大
事
だ

と
言
え
ま
す
。 

●
「
日
本
で
一
番
大
切
に
し
た
い 

会
社
七
〇
〇
社
」 

  

先
日
、
右
記
の
タ
イ
ト
ル
の
講
義

を
聴
講
し
ま
し
た
が
、
共
通
し
て
次

の
こ
と
を
や
っ
て
い
る
と
。 

 
（
一
）
業
績
や
勝
ち
負
け
で
な
く
、

人
を
ト
コ
ト
ン
大
切
に
し
て

い
る
。 

（
二
）
社
員
や
関
係
者
が
自
分
た
ち

は
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
ト
コ

ト
ン
大
切
に
さ
れ
て
い
る
と

実
感
し
て
い
る
。 

 

す
な
わ
ち
、
経
営
の
真
の
目
的
は
、

人
を
幸
せ
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
逆

に
人
を
大
切
に
し
な
い
会
社
・
組
織

は
や
が
て
崩
壊
す
る
と
い
う
内
容
で

し
た
。 

 

私
た
ち
は
宝
木
・
酒
津
地
区
に

住
む
す
べ
て
の
住
民
へ
思
い
を
は
せ
、

「
人
間
の
命
と
生
活
を
ト
コ
ト
ン
大

切
に
す
る
・
地
域
づ
く
り
」
を
め
ざ

し
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

特
に
、
障
害
者
等
の
社
会
的
弱
者
や

痛
み
を
経
験
し
て
い
る
人
か
ら
、
こ

の
地
域
は
あ
た
た
か
く
住
み
よ
い
地

域
だ
、
人
権
尊
重
が
進
ん
で
い
る
と

言
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。 

  

 

  

人
権
啓
発
推
進
員 

藤
本 

高
一 

 

宝
木
校
区
人
権
啓
発
推
進
協
議
会

で
は
、
四
月
の
総
会
に
お
い
て
、
今

年
度
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
年
間
計

画
を
立
て
ま
し
た
。 

今
年
度
は
、
年
間
六
回
ほ
ど
の
役

員
会
、
九
月
か
ら
行
わ
れ
ま
す
宝
木

校
区
九
集
落
の
小
地
域
懇
談
会
、
三

月
に
行
わ
れ
ま
す
ふ
れ
あ
い
交
流
会

な
ど
を
事
業
の
柱
と
し
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。 

時
代
と
と
も
に
人
権
問
題
も
複
雑

で
多
様
化
し
て
い
る
今
の
時
代
、
人

権
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
子
ど
も
の

人
権
・
高
齢
者
の
人
権
な
ど
、
近
年

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
誹
謗
中

傷
な
ど
人
権
侵
害
等
書
き
込
み
が
後

を
絶
た
ず
社
会
的
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
テ
レ
ビ
、
ニ
ュ
ー
ス
で
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
人
権
問
題
に
つ
い

て
は
、
生
命
を
失
っ
て
い
る
事
案
は

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。 

宝
木
校
区
人
権
啓
発
推
進
協
議
会

で
は
、
人
権
問
題
に
つ
い
て
か
し
こ

ま
っ
て
考
え
る
の
で
は
な
く
、
各
地

域
で
一
人
の
住
民
と
し
て
楽
し
く
生

活
が
で
き
、
差
別
の
な
い
地
域
に
な

る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

宝
木
校
区
人
権
啓
発
推
進
協
議
会

の
取
り
組
み
に
対
し
て
、
皆
さ
ん
に

ご
理
解
を
い
た
だ
き
ご
協
力
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

               宝木校区の人権の輪を、住民の皆様の 

参加で広げましょう 

ふれあい交流会にて 

講座とカレーづくり 

 

人
間
の
命
と
生
活
を
大
切
に
す
る 

地
域
づ
く
り 

宝
木
校
区
人
権
啓
発
推
進
協
議
会
の 

取
り
組
み 
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職 名 集 落 名  前 区  分 

会 長 夏ケ谷 秋山 智博 解放同盟気高支部長 

副会長 
冨 吉 吉田 和行 宝木地区公民館長 

酒 津 西垣 守 酒津地区公民館長 

人権啓発 

推進員 

夏ケ谷 秋山 智博 解放同盟気高支部長 

宝 木 藤本 高一 解放同盟気高支部役員 

     

     

幹 事 

酒 津 西尾 雅彦 
部落区長・福祉委員 

気高地域振興会議委員 

上 光 早稲田 昭 部落区長・福祉委員 

下光元 安治 範秀 部落区長・福祉委員 

夏ケ谷 藤本 直幸 部落区長・福祉委員 

常 松 田中 宏幸 常松公民館長 

冨 吉 村上 博一 部落区長・福祉委員 

宝 木 吉村 文夫 部落区長・福祉委員 

水 尻 川田 嘉宣 部落区長・福祉委員 

奥沢見 谷中 篤 部落区長・福祉委員 

監 事 
酒 津 瀧本 昭良 地域福祉推進協議会理事 

下光元 山本 京子 学識経験者 

顧 問 
酒 津 河根 裕二 保護司 

上 光 岡田 寿晃 学識経験者 

      

事務局 
宝 木 森 浩美 宝木地区公民館 

酒 津 岡田 静枝 酒津地区公民館 

集落 人権学習推進員 

上光 
早稲田 昭 

加藤 雅也 

下光元 
安治 範秀 

原  克栄 

夏ヶ谷 
居川 春好 

高田亜希子 

常松 田中 宏幸 

冨吉 村上 博一 

宝木 
吉村 文夫 

田中 敏明 

水尻 
川田 嘉宣 

鯉口 玉則 

奥沢見 谷中 健美 

酒津 
西垣  守 

澤田 保男 

編
集
後
記 

「
人
権
問
題
」
と
は
、
一
部

の
人
の
問
題
で
は
な
く
、
私
達

の
日
常
生
活
の
ひ
と
つ
ひ
と

つ
が
人
権
問
題
と
深
く
係
わ

っ
て
い
ま
す
。
普
段
、
当
た
り

前
の
よ
う
に
過
ご
し
て
い
る

日
常
が
、
あ
る
日
突
然
変
わ
っ

て
し
ま
っ
た
ら
？ 

校
区
人
推
協
で
は
、
小
地
域

懇
談
会
・
ふ
れ
あ
い
交
流
会
を

通
し
て
、
い
つ
自
分
自
身
に
起

こ
り
う
る
か
も
し
れ
な
い
人

権
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
い

け
た
ら
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

   

 平成２８年度 事業計画 

平成２８年度～２９年度 

   役 員 名 簿 

 

部落選出人権学習推進員 

 

期　日 会 研　修 広　報

４月 監査会・総会

５月 三役会

６月 推進員全体研修会 人推協だより発行

７月 役員研修

８月 三役会・役員会

９月

１０月

１１月 推進員全体研修会

１２月 三役会・役員会

１月

２月

３月 三役会 ふれあい交流会 人推協だより発行

各
部
会

小
地
域
懇
談
会

講
座
・
集
会
・
大
会

 

 

 

高齢者の人権の話となると、どう

しても話題に上るのが認知症のこと

です。最近、認知症が要因の痛まし

い事件・事故が後を絶ちません。今

年度の小地域懇談会は、待ったなし

の身近な問題として、改めて高齢者

の人権について考えたいと思いま

す。介護する人、される人がお互い

に気持ち良く過ごすために、新しく

始まる制度についてのお話もしたい

と思います。みなさんの御参加をお

待ちしております。 

 

平成２８年度 

小地域懇談会 

 

～高齢者の人権～ 

平成２８年度 


